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日本一健版優良学校長 ・優良児と賜浅先生（左からニ一人：目）

はしがき

日本一健康優良児えらびと日本一健康飯良学校えらびの仕

事を始めて戦後20年目にあたる。学校えらびは児童えらびよ

り2年遅れ18年目になる。このような仕事を科学的にそして

実際的に丹念な努力を重ねている国は世界にない ようであ

る。これはユネスコとWHOの最高顧問タ ーナー博士に関連

してどうも確実であるらしい。

さて，今から 6年前，アメリカに児甑だけの使節団を派遣

し始め， 3年前からはフランスとイタ リーに児磁だけでなく

校長 2人とともに 4人の， 日本一の児臨と校長を送るように

なった。この表彰事業について当初より企画推進に当ってき

た私は文部省を退いてようやく今年始めて，訪欧の実際にふ

れることができたのである。従って，今後いかに考えるべき

か，帰国後まだ十分な結論を得ているとはいえないが「子供

大使使節団」の派遣の意義を若干明かにして，全国諸学校の

参考に供したいと思うしだいである。

パ リの街々にある土産ものを売る店んには，必ずといって

いいほど日本の女性がいるのではないかと思われ，いかなる

飛行機にも， 日本女性のホステスがいると思われる今日であ

る。いまさら児菰や校長のヨーロッパいきに何の意味がある

のかという人もあるのではないだろうか。私は以上のような

ことをふみかまえて，以下のようなことをご報告したいと思

う。

訪欧の実際

使節団という名にふさわしく ，フランスやイタリ ー， パチ

カンヘの公式訪問は，各政府や法王1ヤならびに教育閲係にな

された。またH本大使館への訪問と大使からの御招待に接し

たわけである。いつのときにも緒方君と野口さんの 2人の子

ども大使は，十分に一千万日本全児甑を代表するのにふさわ

しい風格と 言動を示してくれた。私を中心に，前もって打合

わせをしたのはもちろんであるが，幽Icたる様子と悪びれず

「日本一の児童 と校長の

外国親善旅行」

ーフランス とイ タリーの視察ー

「子ども大使」使節団長

日本学校保健会理事長 湯 浅 謹 而

卒直にふるまってくれてホットした思いであった。

訪問したパリやロ ーマの小学校では，同じ年令の多い小学

校 6年のすべての児童はもとより，先生さえしのぐ緒方君と

野口さんのすぐれた体格やり っぱな様子に盤いていた。そし

て担任の先生が，みな さんと同じ年令の日本の子供の代表だ

と説明してくれるので， パ リやロ ーマの子どもたちは目をみ

はって迎えてくれた。 野口さんは， パリの街や店で何回か

「マダム」 （奥さん）と呼ばれ 「と んでもない，小学校の子

どもで， 12オになったばかりです」といったこともあった。

日本人は大きくないと思っていた人がいたら，さぞびっくり

したにちがいないと思う。

しかし，からだの大きいだけでは何のじまんにもならな

い。 2人の子どもたちが，フランスとイタリ ーで何を考え，

どのようにふるまったかは，彼等がホテルの自分の部屋で眠

る以外の時間は，いつも両側につれていた私にはすっかり把

握できたのである。フランス語やイタリ ー語はもちろん英語

も使えない 2人ではあったが，緒方君などは，パ リーのスー

パーマーケットにみかん買いにひとりでいってきてくれた。

ちゃんとみかんを買ってきた彼の姿に，私はひとしれぬ感慨

をもったのであった。一人っ子の野口さんも，ホテルの大き

な部屋にたった一人でよく寝起きして弱音をはかなかった。

ローマの日本文化会館での日伊の子ども交歓会では， 2人と

も折紙や矢立てを使っての写字などに懸命のサービスをして

くれた。

子供大使の感想をめぐって

2人の子ども大使は， パ リやローマで何を知ったのであろ

うか。彼等の1思いた最大のことが 2つあった。 それは， 小

学校 1年生のときから落第があることと ，学校や家庭での指

尊に厳しさのあることの 2つであった。隊伍を整えてスキー

学校へ向かう各学級の子どもと廊下ですれちがったり ，幼稚

園の子どもの集団と会ったりしたが，がやがや，つついたり

ふざけたり ，しゃべったりしているものが 1人もいないので

ある。
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まに， 2人が， パリやロ ーマの街のこまごまとしたことに

まで注意し，しきりに祖国日本との比較；こ深く思いをいたし

ているのに感ししたc おそ らく ，さまざまな点から，祖国と

わが学校，わが家の再発見をしたにちがいないと思う。 2人

が，ローマで両親，兄弟などにささやかながら，力いっぱい

のおみやげをと苦心しているのとみて，2人の中に日本の子

どもの心のやさしさや思いやりをみて，ほろりとしたしだい

である。また，以上のことにつれて， 2人のすぐれた探究心

のある ことも知った。帰国の途中，北極固に近づいてオーロ

ラがみられ，緒方君などは飛行機の窓に長時間顔をくっつけ

て眠るのも忘れていた。

2人の6年生の児蛮の生の感想をきき，そして 2人の小学

校の校長から同じことがらについて感想をききながら ヨーロ

ッバの学校や街をみることができたのは，私にとって幸せで

あった。日本人のからだづくりや体力づくりがいわれている

が，日本一の健康俊良児に対しては，全くその必要はない。

それだけでなく ，長途のヨ ーロッ パまわ りを通して，その旅

のはげしさにさえたえられることを知ったのである。私たち

は，このように，日本一の健康級良児とそのえらび方につい

て，いささかの問題ももつ必要のないことを知った。そし

て，訪問の先んで， もっと広く世界の各地に親善訪問を して

はどうかとさえいわれた。

しかし，その 2人の本人をして隠かした ことがらについて

は，深く考えてみたいと思う。 1割以上の落第生のあること

と，それをとりまく諸問題は別として，人間形成は家庭に，

学力の向上は学校にといくらか分担がみられるようである

が，学校家庭に共通した指群の厳しさは徹底したもののよう

に思われる。そして，この厳しい指埒は何に向けられている

のであろうか。バリの公立学校の廊下で児筑たちとすれちが

ったときに感じたことであるが， 「他人に迷惑をかけない」

ということに向けられたもののあることだけはたしかであ

る。パリの街には人身低害の交通事故は全くみられないとい

うほど少い。これなども人間玲項L 生命蒻重といえば一言で

すむかもしれないが，やはり他人に迷惑をかけないという点

に立っているのではないだろうか。エチケットも社交もマナ

ーも，他人に迷惑をかけないの一点につきるようにも思える

のである。

このようなことについては， 日本の家庭はもちろん，学校

も健康教育や安全教育いや教育そのものを支えるバックボー

ンとして考えねばならないのではないだろうか。教育も育児

も表而にあらわれてみえたり考えられるものだけでなく ，そ

の底を流れている最も強い厳しい何かを，国をあげて指森し

なくてはならないのではあるまいか。多分，それは学習指尊

要領に画き出さないようなものではないであろうか。学校が

家庭に向って要求する人間形成について，私たちはもっと真

けんに資任を果すべきではないだろうか。 このようなところ

が，戦後いまだ未解決のままになっておるために，学校教育

の目様と矛盾する社会の事象がみられているのではないだろ

うか。

健康優良学校の意義

私たちは，ヨーロッパをまわって，学校と家庭が強く区分

され，お互に費任と義務を厳しく守っていることに感心 し

た。これもおたがいに相手をさまたげないでよいとも思う。

しかし，子供はその生活の全体を通して育ち成長発達する。

学校と家庭とが緊密に連けいし， 子どもが十分に自主自立の

活動を展開しなければ成果はあがらない。従って，ヨーロッ

パの学校と家庭の今日の実態を守り ，そのうえに学校と家庭

との組織的活動の場がも一つあれば万全ではないかと思うの

である。私たちが昭和26年以来，健康低良学校を推進してき

たのも，実はそのところに狙いがある。学校と家庭が同一課

題に立って連けい努力しようとすれば，それは国語，算数，

理科などの教科内容においてではな く，前記のように生活の

基底にあるものか，生活の実践にかかるものでなくてはなる

まい。従って生活の実践目標として，健康や安全や生活の信

条がとりあげられるということになる。私たちは，健康優良

児育成の過程を重視しそれ自体に健康條良学校の名称をと

り，それを推進してきた。健康優良学校えらびの仕方やその意

義については，すでにヨーロッパに所在するユネスコから各

国に配布された広汎な記述の中に収められ紹介されている。

ここに紹介した 2人の健康優良児のような子どもを，計画

的組織的に育成していこうとするところに健康優良学校の意

義があるのである。従って，健康優良学校は先生や父兄だけ

を組織活動の対象としているのではない。最も努力している

のは子どもに対する子ども自身の存在である。このようなこ

とから，毎年，全国都道府県を代表する健康俊良学校の児蛮

代表によ って構成される全国子ども会諮をもっ ている。これ

は一般批間に知られないすばらしい存在である。一生を教職

にささげてきた小学校長でさえこれを始めてみた人は惑嘆し

ているのをみてもうなづける0ンである。私は今回ヨ ーロッパ

~ 子どもたちに， J:1本の子ども国会ともいうべき存在を紹介

するとともに，その全 H本の子ども会緞の 4人の議長団の2

人が， 今， 君たちの 1土の前にいる緒方君と野目さんだと伝

えた。それはすばらしい。自分たちの国にはそんなものはな

い。という話をきいて，もし，君たちが H本にくるんだった

ら，そのときにこないか。 私たちは，君たちをゲストと して

迎え，大いに意見をきくだろうと話して拍手をうけたり謝意

を表わされたりした。

学校教育の内容について，いろいろにくさんの感想をもっ

ているが，紙而に限りがあるので他日に譲ることにしよう。
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「五福」を求めて

1. わらべ唄

そこばく の艇あくたを浮べて静かに流れていく坪井川一一

かつて熊本城の外深の役を果たした而影はなく，春先きの柳

の芽を映したり秋の梧桐の落業を浮べたりしていく古町の名

残りをとどめる川一ーそれにかかる洗馬橋。

あんたがた どこさ

肥後さ

肥後 どこさ

洗鳥さ

洗罵川には エビさが • おってさ

こんなわ らべ唄のぇにしにつながる坪井川と白川の合流す

る三角洲の上に私の校区はある。全くの城下町で，明治10年

の西南役には，学校を始め校区ほとん ど灰磁に帰したが，こ

んどの戦災からは脱れて，90年の街区と風土に若干の改装は

加え られても，昔ながらの卸問屋風の街並みが，斜陽の蒋い

影と老舗の貰禄を交鈍させながら，新しい時代への脱皮を構

想して，20lil紀の終末を消節しようと懸命な努力を続けてい

る。

わらべ唄でお正月の毬つくほどの空地はあっても，チビ ッ

コ広場に恵まれない子どもたちは，野外の遊びから締め出さ

れて，おのずか ら室内遊びと家庭学習に追い込まれざるを得

ない。祖父の時代には，輪まわしに駈け興じていた通りは，

すっかり車のラ ッシ叶こ占められて，信号機の点滅に頼らな

ければ歩けない現状である。ここに地域の実態と要望から学

校教育の課遺が生まれ，歴史の古さからくる諸先輩のリ ー ド

とエリ ート意識による学力への要請は，もっと広い視野から

くる健康づくりへの対決ともなって，古いわらべ唄を骰き去

りにして強くクロ ーズアッ プされるようになった。

2. 五砒の意味するもの

おそらく「五福校」の名は，校区の呉服町に因んだ名称で

あろう。しかし， 「呉服」としないで「五福」と同音異語の

校名を名づけたところから本校の伝統は始まる．告経の洪範

熊本市立五福小学校長

渡 辺 恵

飾を締くと「君たるものは，中正不偏の道徳的標準を立て，

これをその身に体して五福を身にあつめ，これを広く天下の

万民にわかち与えて・・・・・・」とあるが，この周の武王にまつわ

る故事を引いて校名と した創立当時の安岡県令の惹眼には敬

服の外はない。

昭和40年に創立90周年を迎えた本校では，この中正不偏の

道徳的標準の確立によって招来される「五福」の悲顔を，ど

のように現代的時点において捉えたらよいかを考え ， 寿 • 富

・服寧 ・修好徳 ・考終命の五徳を核として本校の教育目慄を

設定することに した。とともに，生活のめあてを作って児菰

の日んの生活に生かしたいと念じた。

児童生活のめあて

1. 希望にみちた 明るい子ども

2. よく考えよく働く子ども

3. からだをきたえ がんばる子ども

4. きまり正しく すなおな子ども

5. めあてを知って 助けあう子ども

この生活のめあては，いつも子どもたちの理想像として生

活を農かに し， また規正していく心の支えとなっている。学

校経営の細胞組織である学年経営にも，また学級経営におけ

る実践もつねに根源をここに求めて，単なる最大公約数的な

題目に終ることなく ，ひとりびとりの個性に徹した手づくり

の教育にまで心をくだくよう 心がけている。

3. 伝統は創るもの

前述のとおり ，本校区がかつて加藤清正公の熊本築城以来，

熊本商店街の中心地として，いわば経済 ・文化の拠点であ っ

た古町時代から，ょうやくにして世の推移とともに，それら

の中心点は北進して衰運に傾きながらも，なお，今に至るま

で物心両面にわたる老舗の貰録を保持しつつある事実，それ

がやがて教育に寄する深い関心ともなって，一方にはエ リー

ト意識の高さを批判されながらも，他方には教育優先のプラ

イドを頑として談らない気質を形作って，今日の五福校の名

声に大きなバ ックボーンを焼き入れている事実を見逃がすこ



5

とはできないc

こうした背般の上に立って，本校の教育はその時代時代の

世相流動に応じながらも，一貰した五福精神をもっている。

①教職員はつねに一丸となって学校教脊のためにたゆまな

い努力を続けているし

②児敵はつねに追究的な学習態度をも って高い学力水準を

保っているし

③校区は一i本となって学校のため物心両面にわたる協力を

惜しまない

のである。

これらのことは，一応抽象的な記述に終ってしまったが，

過去15代の学校長のそれぞれの世代において，つねに新しい

1視点の学校函営が意図され，市内はもちろん，県下の先達校

としての面目が保持されていることを見逃がすことはできな

v'o 
たとえば，学校医の設置が県下の啄矢であること ，九朴I学

蛮オリンピックで 9年間も連続飯勝していること ，戦後第 1

回の小学校教員研究集会（九朴1ブロック）が本校において開

催され，いわゆる新教育の先鞭をつけたこと，さらに例年開

催した各教科の自主的研究発表会が，今日の市内における地

区研 ・全日研を招来していることなど。

5月，熊本城頭にはむせるような香りをただよわせて，楠

若莱が初夏の強烈な太陽を全市にはじき返す。そんなとき，

私たちはその若菜の美しさにだけ見とれてはいけない。亭ん

と伸びたその大樹の根もとにうず高い落莱が堆栢されている

ことに気づくことであろうが，新しい芽を出すためにはそれ

にふさわしいだけのわくら菓をおとさなければならない。樟

の大樹は，大地に固く根を張って，その本｛牙としての幹を大

空に立てながらも，落とす落葉はことごとくその幹からふる

い落とすのである。でなくては新しいものは生まれて来ない

—伝統は単に守るだけのものであってはならないことを私

たちに教えているのである。

4. 強く級しく美しく

学校経営は，あくまでも一元的でな くてはならない し，つ

ねに有機的に迎営されねばならない。 「全人教育をめざす調

和的学校経営」のテーマのもとに本年度の経営を進めている

意図もその辺にあるからである。約10年間，各教科別の自主

的研究で地ならしを行なった本校の進路は，ようやくにして

このような総合的 ・調和的な経営を進めてよい時期に到達し

たといった方が適切かも知れない。どの教科にも， どの頷域

にも陥没点があってはならないのである，ひとつひとつがそ

れぞれの特長を発揮したとき，学校経営は多角形の極限と し

ての円 ， —調和的全人教育の域に達するものである。保健

活動も，学校給食も，そして特別活動も，どの教科活動に比

べても凹凸のないレベルにあることを，私は誇りに思ってい

る。月 1回の強歩会で情操と体力の両面をねらい，子どもオ

リンビックで運動能力とスボーツヘの関心を深めるのも，校

庭の一輪の花に心を寄せ，飼育舎の小動物に生きるものの生

命を感じとらせるのも，教育における価値の認識においては

他のすべての教育活動と同等でなくてはならない。

昭和41年度，図らずも健康優良学校特選校に選ばれたと

き，私たちはその喜びよりむしろ教育の厳しさをしみじみと

味あわされた。年度の終 りに，校舎の正而に健康の塔を作っ

て五児の製像を描いたが，それは次の完成へのひとつの誓い

でもあった。大理石の台座の正而に刻んだ •g狽 く優しく美し

いのことばは，先きに述べた児童生活の五つのめあての集

約されたことばといってもよいであろう。

強歩会の折りに拾い集めた石に，じぶんの姓名も丹念に記

して礎石に埋め，職員みんなで衆知を集めて選んだ＝強く優

しく 美し<.のことばには，職員児童あげての悲願がこめら

れているのである。そして，この悲願達成への時々刻々の生

活がひとつひとつ検討されて日々の梢み重ねを続けていっ

た。私たち職員間での毎日のあいことば；ま=子どもと勝位す

る=の一語に尽きた。子どもたちの発達の段階に応じたひと

りひとりへのきめ細かな手づくりの教育は，特別の出色ある

経営ではなくて，全く 地味なそれでいてどこにもひずみを作

らない将来への素地としての基礎教育が，ことし日本一とい

う栄脊に輝く結果となってしまったのである。

私たちは，今こそうたおう。

五福の道は 健康への道

健原の道は 可五福=追究への道

この道は

いつも 新しいくふうをしながら

強く 優しく 美しく 育つ道

この道は

学校家庭地域のひとびとが

力を尽くし 愛を傾け

全人教育をめざす道

この追を求めて 九十余年

ここ 昭和四十二年度

H本一 健康俊良学校の栄冠に輝く

茸福校の道は

いつまでも いつまでも

未来に続く 長い道
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日本一健康優良学校へのあゆみ
i
 亀

"" 
香川県小豆郡l村涌町立苗羽小学校長

平井美直

はじめに ・乳幼児死亡原因 （昭和18年）

映画「二十四の瞳」 （原作壺井 栄）で，一躍有名になっ

た小豆島，国立公園瀬戸内海の島々の中で淡路島に次ぐ大き

な島である。

高松港から 1時間土庄港に上陸すると ，そこにはオ リー プ

の木とフェニックスにかこまれて，大石先生を囲む12人の子

どもの消楚な「平和の群像」がある。この 「二十四の瞳」に

出てく る岬の学校のモデル校は本校の田ノ補分校である。

さて土庄港からバスで40分波静かな内海湾に而した部落，

そこが苗羽である。

本校は1873年（明治 6年）の開校で児章数 362名，学級数

11, 教員数14名の小規模であるが，長い伝統の中に新しいも

のを求めて今日も元気に学習を続けている。

1. なぜ健康教育にとり組んだか

(1) 地域に立脚して

本校区は気候，風土，産業に恵まれているが昭和13年~17年

(l)ころは次表の示すとおり乳児の死亡率が非常に高かった。

浮L幼児死亡率 そこで当時の黒木村長，木下

(Ii・和13~17年)5か年平均 元義（現丸金社長）木 下元二

I サ1年末満 I 7.55% c現内海郵便局長）木下準一（元

悩j1 ~ 2オ 3.56% 
- I 県睦油試験場技師）を中心に全

ー一 村の健康基礎調査を行ない，政

諜2~ 3オ I 1. 26% 府の健民運動に呼応 して指莉者

を高松市から迎え，母親を中心に乳幼児対策，結核対策，ぅ

歯対策を進め，一方学校では味噌汁給食を行なう と共に体育

運動に重点をおいた。

昭和20年終戦当時の混乱した社会

すさみきった国民感情に落つきと愛惜をとりもどすことを

念じて，音楽教育を取りいれ現在に至っているが，毎年NH

K全国音楽コンク ールに出場し県代表，四国代表となり中央

に出場を許されている。

30 

25 

20 

15 

10 

5 

肺

炎

脳

膜

炎

消
化
不
良

心
臓
マ
ヒ

薄

蒻

児

腎伝 そ

染の

臓病他

昭和36年鉄筋校舎が落成し，香川県学校保健研究中心校と

なり ，昭和41年健康優良学校県一位とな る。昭和42年健康優

良学校県一位となり実地審査を受けて現在に至っている。

(2) 全人教育をめざした健康教育を

「心身ともに健康で根性ある子ども」を教育目標に，本年

度は 4本の柱を特に重点に考えた。

いかに立派な知識や技能，人格の持主であっても，健康で

なければ社会の進歩に貢献することができない。健康こそは

人間の基盤であって，いつでもどこでもだれでもがせね

ばならぬ教育である。

教育目標

苗羽の伝統（とい：喜ぷ,11広い早苗会柑神）

①Jヽmwnの1,念に立つt,1脚1の心

②がIt討豊かで9筋を喜ぶ

① WM>f•l• I氏

②よりよき料間の形成

阻1長侵良学校M神（松JI本的精神的そ して社会的に且HI
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1946年世界保健機関WHOにも 「健版とは肉（本的精神的そ

して社会的に良好な存在状態である」と言われているのをみ

ても．健康教育即全人教育である。この健康は，ー朝ータに

生まれるものでもなければ学校のみでつくられるものでもな

い。地域ぐるみで毎 日のつみあげがあってはじめて可能なも

のと確信する。

2. 4本の柱をとう進めたか

(1) 情操豊かで勤労を喜ぶ

音楽を楽しく正しく行なうとともに，探脱緑化二次三次と

順次行なう，岩盤にいどむPTAの勤労奉仕も大へんであっ

たが，なかよし園 （植物園，岩石園）は完成し，運動場の周

囲と校舎前は芝生の緑とユーカリ樹，あかしゃ，唐しゅろ，

ワシントニヤ椰子，フェニックス，さんご樹，たちばなもど

き，かいづか等が緑を競い，花坦には四季おりおりの花が咲

し‘ている。

(2) 体力づくり

PTAの協力をえて，はん登棒，霙梯，シィ ーソー， 平均

台，的あて等固定施設の増設とともに，柔軟体操，業問体

操，山登りを実施する。

(3) よりよき習慣形成

基本的行動様式にもとづき「よい子の一日」を作り(.正

しい手洗Vヽ ・むし歯予防 ・便所の使い方 ・偏食矯正 ・交通安

全等10項目）家庭に渡し，評価表を渡して反省しながら実行

するようにした。

(4) 生きて働く学力を育てる

自発—協カーー解決の学習，常に教師は

・教材の究明につとめ核心を押え，指甜の能率と効果をはか

る

・環脱（人的，物的）を整える

・学習の目標をはっきりし，学習にバラエテーを持ち個人差

に応じた指群を

・よくわかる授業は興味を喚起し自主的学習の芽生えとな

る

. 1丑時進歩している教師にしてはじめて教える沢格があるこ

とを忘れず，実力を磨く誠の教師であること

おわりに

組織活動，保健管理，保健指it/.,学習等いろいろあるが，

要は子どもの幸を顧うものであり ，自他の生命を葬直するこ

とだと思、う。

教育はノ‘ッタリでも庫伝でもない。 1人1人の児蛮をみつ・

めて，じっくりと本道を歩む教育は地味なものである。

日本一という名をいただいたが，それは決して頂上ではな

い。これからが大切である。花も実もある学校にと願ってい

る。校1文民の信頼と和のもとで。

表彰式に謝辞を述ぺる 平井校長

片 々
ー11-

与L

＊さすが 日本一

学校経‘料；に邸疫の理念があり，ゆめがあり，打って一

丸となった努力の集和がうかがえる。

湯浅同長のこ｀報告と，校長先生との対話に浮彫りされ

ている緒方氾，野口さん，担任先生の深い思いやり

と，行）j"ijいたご両親の愛育が，恵まれた天性を r:1本一

の栄荏へと結晶させたのではなかろうか。

女 「鈴木は緊張しすぎるよ」

冬季オリンヒ°ックで，期待されていたスケート 500tn

鈴木選手を評した， 優勝者ケラー （西独） の言であ

る。

フライング 2回，8位となり「おれは終わった」と悲

． 壮な叫びをあげた鈴木選手だけのものでなく，祖国へ
I 
： ・ のおみやげとして金メタル以上大切に扱いたいこと

iば。

i 
； 下jJ)jえや雷割る庭のそこここに

! (S. 0) 
： 

L.. .. 一....一....一....一・・..一・・・・-・・・・-・・・・-・・・・一....一・．．．＿．． ．． •
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緒方龍というせし、と

福岡市立大名小学校長

桑野 逸之助

緒方君は，日本一に決定した直後，記者会見をした時，感 ローマ法王におあいした時の姿です。みんなに見てし、ただ＜

想をきかれて ために着てきました」と話した。

「日本一に決った時，しまったと思いました」 以下は私の例問に答えた中の一部である。

と答えた。 一一途中の飛行機は快的でしたか＿

記者たちはお どろいて 「いえ，北極まわ りで，飛び立って3~4時間たった頃か

「どうしてかね」 らみんな酔いました」

と尋ねた。緒方君は 一―ー窓から見える最色は一

「日本一になったら，ヨーロッパヘ行くことになるときい 「上から見ると ，どこの国も美しく 見え ました。婦り にオ

ていますが，私は大学の付｝屈中学を受験します。掛l日がかさ ーロラを見ました。め ったに見ること ができないとき きま し

なって受験がだめになるのではないかと息ったからです」 た」

と答えている。 一パ リーの印象は一一

緒方君は，将来医者になろうと思っている。彼にとって， 「町が美しいことです。ごみがありません。 それに，小学

この一つの志に支障をきたすものであったら，日本一とい う 生や中学生が道や公園に出ている姿を見かけませんでした。

栄誉も困ったものに感じられたのであろう。 きくと，ちゃんと家にいて，めったに外に出あるいたりしな

東京での審査について彼は，体カテス トの懸垂が悪いから いそうです」

だめでしょ うとか，学カテストで符数の問題が何ページもあ 一一学校を見ての感想は一

って，しおおせない程でしたとかを話した。 「作文を訳してもらったり ，算数の学習を通訳してもらっ

それから15人の審査委員の一人一人の前に出て， いろいろ たりしながら思ったのですが，勉強の程度は，僕たちと同 じ

なことをきかれたり ，数人がグループになってそのグループ で，いや僕たちの方が上かも知れません。でも，マナーはり

で何かをさせられて観察されたらしい。 っぱだと思いました。

新聞社の人の話では，審査員の人たちは，特選10人の中か 例えば，廊下で後から僕たちの横を通りすぎる時には，失

ら日本一を選ぶのに陰から一人一人の行動を見られたらしい 礼しますという意味のことばを自然に言って通ります。

ですよと話してくれた。 また，先生の手先の動きだけで一斉に皆きちんと立ったり

体格や体力等は， 書類審査でだいたいわかっているが，ー します」

千万の日本の小学生の代表と して親善のやくめを果たし得る 一がい旋門を見た感じは一~

少年使節としての教養， 態度を身につけているかを選択する 「学校の勉強で思っ ていたのより段ちがいにでっかい」

のだから かなり審査は手間ど t-っ-らしV。 一 ローマ法王におあいした時の印象は一

もちろん，関係者以外は，審査風飛はのぞくことさえでき 「半年ほど御病気で面会はほとんどできなかったのに，供

なかっ た。 たちのために会ってくださいました。

『世界の平和のためにおつくしください』

緒方君は II: 月3I Iにヨ ーロッバヘ立って，学校には 1月 という慈味のことばを申しあげました。

16日帰ってきた。 ローマ法王は，日本の国は平和のため，たいせつな役目を

朝の会で，帰国の報告会を，私が全校児童や職員の前で， はたす地位の国ですといわれました」

彼に質問するかたちで行なった。

濃紺の背広に赤のちょうネクタイで立った彼は， 「これが 私は緒方君をつ;1,て，帰国のあいさ つのため関係方面に行
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ったが，その帰り道，彼は私と肩をならべて歩きながらボッ

リといった。

「校長先生，やはり 日本はいい国です。どこでも飲める水

があります。そして， 自由です」

短期間であったが日本を外から眺めてみて，彼にとって，

水と自 由とが日本の何かを象徴しているのであろう。

まもなく，放課後寒風の中に緒方君が，大ぜいの1中間とい

っしょに，学校の運動場をボールを持って走り回っている姿

が見られた。

古賀ー公

日本一健康優良児を担任して

たいへん優れた成績ですから，友だちから自然 「別格」の存

在として認められており，何かあると，いつも一番に代表に

選ばれてきました。学校児童会委員長になったのもその現わ

れの一つです。

こんな立場に立つとどうしてもスター意識が育ちやすいも

のですが，その緒方君が次のようなことを書いたこ とがあり

ます。

「ぽくは普通の友だちと同じ目で見られたい。自分でい

うとおかしいが，ぼ くは少し頭がいい。だから特別なこと

（た とえば学級委員選挙）があると，人から『学級委員に

なっただろう』と言われる。しかしぽくはそう言われた＜

ない。ほかの人よりぼくが特別に頭がいいなどということ

はないと思う。だからぼくを特別な目で見てほしくない」

スター意識が育つと ，それは無意識の恩にはいりこんで将

来いろいろな心理的葛藤を起こし，精神の健康をそこなうお

それがあります。常に自分が人よりすぐれ，人に注目されて

いないと不満を感じます。ですからいつのまにか人と競争

し，勝とうとしています。人が賞められると心おだやかでは

いられません。普通に待遇されたのでは，まわりの人は自分

を正し く理解していないのだと感じ，不満です。また，失敗

を恐れ，思い切って自分の全力で物事にぶつかることが難し

くなることもあります。

うまくいけば，そんな自分の心をみつめて深い人生観に達

することにも役立ちますが，へたをすると家庭や職場での人

緒方龍君が日本一になってから「日本一の健康優良児をど 間開係の適応に失敗して不幸な人生を送ることにもなりかね

のようにして育てたのか」という質問をたびたび受けまし ません。 「健康教育」はこんな意味からも「精神の健康」に

た。そのたびに私は「緒方君を育てたのは家庭の方や緒方君 もっと力を入れなければならないのではないでしょうか。

自身です。私は別に何もしていません」と答えてきました。 緒方君は日本一になる前からスタ ー意識の育ちやすい状況

それは謀遜でもなんでもありません。事実私がしたのは，全 におかれていたわけです。ところが今は「日本一」という大

国審査に出ることがきまった時「けん垂が弱いからけいこし 変なスターになってしまったのだから，今までとは比べもの

とけよ」と言ったくらいのことです。 にならない大きな困難な状況にぶつかっているわけです。

もともと私は，どちらかといえば俊秀な子よりも，できの しかし緒方君は前の作文にもあらわれているように，この

悪い子の方に興味を持ちやすいほうですから，緒方君が日本 ことにもう気づきはじめていますから，きっとこの大きな困

ーになっ たらいいなどとは考えてもみませんでした。それよ 難をのりこえて，精神的にもますますたくましく成長してい

りむしろ「もしも日本一になったら，緒方君にとって大変な くことと思います。

負担になるだろうな」という 心配のほうがあったくらいで 「日本一」の緒方君だって，やはり欠点をたくさん持った

す。 あたりまえの人間です。これから緒方君は「あたりまえの自

ですから「日本一をどう育てたか」ということについては 分」と「日本一の自分」との心理的な葛藤にぶつかると思い

何も述べることはありません。しかしこの機会に「健康教 ます。そんな時こそ，まわりのものはその悩みをよく理解

育」という面から一つだけ述べたいことがあります。それは し，ありのままの緒方君の姿を暖かく受け入れてやり ，緒方

「精神の健康とスタ ー意識」ということです。 君の「精神の健康jがさらに伸びるように援助してほしいと

緒方君は，日本一になる前から学校でもスター的存在でし 源います。

た。（本格がス＇パぬけて大きいうえに ，学習でもスポーツでも
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c
 c;J 

ダ沿
ヽ

龍が日本一になって

母

緒 方 三重 子

健康優良児日本一に我が子が選ばれるなど，夢にも思って

みませんでしたので，それだけに発表された時は，今更のよ

うに我が子を見直したものです。

このように立派に育ちましたのも校長先生，担任の先生，

養護の先生，外諸先生の御指蒋と御協力の賜と深く感謝して

おります。

幼い頃から素直な明るい子でした。幼稚園に通うようにな

って，よくお友達と遊び親しまれ，小学校に入 学 してから

は，兄と一諸にソフトボールをしたり勉強も人に負けないよ

う頑張る方でしたが，性格的にのんびりしたところもあり ，

上学年の今では，勉弥にもう少し力の入れかたが足りないと

忍われるようですc

H本一となった玩在，育児について考えてみると ，別段特

別に今日を考えて育児に専念した訳ではなく ，普通のご家庭

と同様ではなかったかと思います。幼児の頃は，へんとう腺

をはらし，高熱を出して，けいれんを起こした事もありまし

たが：幸い家には経験豊かな祖母がおりますので，具合がお

かしい時など早めに病院に行くなど，大へん助かりました。

その他できるだけ，へん食をしないよう心掛けたり，冬で

も無理のない程度にうす着を励行した事が，丈夫な身体を育

成した事に影響があったのではないかと思います。

学校では，担任の古賀先生の教育方針で， 自己反省のでき

る強い人間になるよう教えられ，家庭でも，それが人の和合

に自然にとけ込めるようになり，校長先生の 「小学生として

の現在を充実できるような子供になることが大切だ」との教

えが身につき，H本一の栄冠を得たものと思います。

今後も兄とともに仲良く ，積極的に何事でもやりぬける應

志の強い人間であるよう ，また思いやりのある優しい人間に

成長してくれるよう願っておリ ます。
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松島富之助博士が病気に

家政学部教授平井信義博士
，ゞヤヽ．ャ~-

,. ,~~、シ こ ：；：こ - ·. て，それぞれ適切なご指導をい

• .、 • 一 ・ • • •. と好評を博して v、ますの

で，ご参考にもと

いわオ

ときに，子供らしさがな

：ないということなので

つけるのが負担とな って，

にも笑わない，こう いう

訪分を発言する機会が養な

）大きな原因iま，友達との

口口,_.ヽ・ヤ・＋ヽ ・― • おそらく小さv'ときから，

）家へ行ったリして， どん

）か。このような家庭のお

ヽ行ったら，こうするんで

')です。で自分でも，こう
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健康優良児日本一

1. 日本一健康優良児野口美佐子の育った周辺に

ついて

本校は，群馬県の東南端，太田市の中心の地区，旧太田町

のほとんどを学区にもっており ，類型的には一部住宅街をふ

くんでの商業市街地と いえようか。

本市は，首都圏整備地域に指定されて，最近目此ましい発

展をしており ，周辺の農林地帯も急速に都市化の形態をとと

のえつつあるという状況である。その中で，本校は， いわゆ

るIR市街地の中心地区をその学校区にも っているといえよ

う。

学区の北側には，関東山塊に屈する標高220m級の金山（か

なやま）がとなりしていて，学校のすぐ北側には高山神社が

あり ，ここには寛政の三奇人の一人である高山彦九郎先生が

奉祀されている。

なお金山のふもとには，子育呑龍で名高い大光院があり ，

頂上には，新田義貞公を祀る新田神社の社殿がある。本校の

秋の遠足は全校揃ってこの金山をコ ースに選んでおり ，自然

と調和している地方都市という点では，極めて恵まれた地域

であるといえよう。

学区は一般に，教育に対していわゆる関心度がたかく ，学

校の教脊方針には極めて協力的である。児甑の素質は一般的

にすぐれているといってよいし，知能もたかく，学校環境と

しては，教育的に一応のととのいをみせているといえよう。

児童の身体的な特色としてあげられるものは，一般的に（本位

の向上がみられるが，体力と いう点で欠けているものがあ

り，ねばり強さとか，退ましさにおいて不足しているものの

ようである。

2. 日本一に選ばれたことの要因について

本校の野口美佐子が，日本一に選ばれたことについてはい

らいろの要因が考えられるが

(1) 家庭の珠境と本人の素質がすぐれていたということ

(2) 学校の教育実体の中に，その要因の一部があったと息

野口 美 佐子

群馬県太田市立太田小学校長

広 田 良

われるし．さらに担任教諭，養護教諭の努力も加わって

いたと考えられること

(3) 本校職員並びに，学校医等の協力も大きい影孵をもっ

ていると考えられること

(4) 本人の自立した努力も絶対に無視できないこと

このよ うな諸条件が相互に関係しあって，こ のたびの栄誉

をもたらすことができたものと考えられる。

さて，そこで

3. 家庭の環境と本人の素質について

本人の家庭は，酒類等販売業を営んでおり ，町の大通りに

面しているが，本人の幼時におけるだいじな生長の過程は，

主として祖父の家ですごしたもののようであ る。

祖父母ともに教職にあって，叔父叔母にも教育関係者の多

い教員一家に生長している。

しかも，祖父，叔父ともども，いずれも体育指甜にすぐれ

た技術をもっている家庭で，いわば生まれながらにして，健

康優良児に選ばれるにふさわしい環境におかれていたと思わ

れるのである。現に祖父にあたる野目良作氏は，本市宝泉小

学校長の職にあり ，体育指埒の研究では，本県において，最

もすぐれた実紺をもつ学校として自他ともに許しているとい

う状況である。

その上，本人は生まれながらにして健康な素質をもち，す

でに一歳のとき，群馬県のあかちゃんコンク ールにおいて，

準県ーに選ばれたという実績がある。その後，小学校に入る

ようになってからも，極めて順調に成長しており， 6年前の

新入学の身体検査のころから，学校内では，健康優良児との

合言業があったほどである。

本人が三年に進級したころであったろうか

「四年後の健康優良児をめざして，家庭でもその腹づもり

で育ててほしい」と ，学校長の意見として家挺に要諮を した

ほどであった。

ともあれ，家庭探脱と ，本人の生まれながらの素例，加え

て本人をめぐる周辺が，幼時すでに健康優良児への可能性を

意識し ていにことは事実である。
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4. 学校の教育実体と，担任教諭や養護教諭の努力

について

本校児蛮の身体状況は，全国的な傾向でもあるが，ともす

れば体位においてすぐれていながら，体力においてやや欠け

ているところがみられる。そこで，本校の教育方針の中には

「体力の充実を期する」ための項をうたって，単に，体育指

祁の場のみでな く，そのための諸条件をととのえるために，

精一杯の努力を重ねてきたといえよう。すなわち，子供の日

常の生活の場を，体力充実の場たらしめるために，最大のエ

夫をこらしてきたのであるが，さらに，学校給食の充実とい

う点でも，他校に先んじて，きりこみをふかく研先してきて

いるといえよう。

このような学校の方針にそって，担任教諭や養護教諭も，

実に精力的な実践をつみかさねてきているのである。

いまの養護教諭が，本校に転任してきたのは，今から四年

前のこ とであるが，その時すでに， 学校長から野口美佐子の

家庭に警告してきたと同様の指埒の心梢えを伝えたほどであ

った。この点，こんにちまで，実によく力をつくしてきてお

り，それ以来学校医のところへは，適時随時に通わせて，本

人の生活上の注意を要請したり ，治療すべきものは完全に治

療させるという努力を重ねたのである。

本人が県ーになり ，さらに特選になり ，日本一になったこ

とを知るや，学校側がまず第一にその吉報を報告したのは，

学校医に対してであったことをもって しても，このような事

梢を展づけるに足る一つの要素であるといえよう。

5 本人の自覚した努力について

学校側の要請もあってか，家庭でもこのことのために異常

の努力を重ねたもののようである。五年生に進級のころから

懸垂力をつけるために，燥の上で，腕立伏臥を何十回となく

鍛錬したときいているし，学校の裏の高山神社に参詣をする

ための高い階段を，本人の体をきたえる場所として選んだの

も，そのころからであったときいている。今年の区休みなど

は，祖父や叔父がいっしょになって走るちからの充実をはか

ったようである。

鍛辣のはじめのころは，懸垂力が，他か8秒程度であった

ものが，テスト当日には，29秒にまで伸張している事実をの

べて，祖父である宝泉小学校の校長は， 「きたえる」ことの

誼要性と可能性とを，しみじみとして語っておられたほどで

ある。

次の一—文は，東京での表彰式の直後に ， 本市の市長， さら

に教育委員会，学校保健会から表彰をされた際の，本人の答

辞の中のひと こまであるが，これをもってしても，本人の努

力が，このたびの栄脊の重大な要因をなしていたことが考え

られるのである。

その答辞の一節は，

『市，県の代表，特選，日本一，一歩一歩のぽりつめたこ

の道は，長く苦しいもので した。

「代表としてはずかしくないようがんばろう」

こう心にきめてはじまった練習は，父と祖父のあたたかい

励ましと ，いっしょに走り投げる熱心な指甜をささえに続け

られました。

県の審査会で，もっている自分の力を発揮できたとき，ふ

だんの練習のつみかさねによって，やればできるという大き

な自信をもつことができました。しかし，それからの毎日

は，なおー阿きびしくつらい練習をしました。

ボール投げのフォ ーム，走り幅とびのふみきりと ，泣きな

がら純習をつづけたこともたびたびでした。東京でのテスト

では，クラスの皆さん，そして， 「今までやってきたことを

自信をもってやりなさい」という父のことばを心にきざんで

がんばりました。女子日本一 野口美佐子―。うれしさと

買任をはたした喜びで，ジーンと胸があっくなり ，涙をおさ

えることがでさませんでした。

三日の表彰式のあと ，両陛下にお会いして， 「立派な社会

人になるように」とお言葉をいただいた感激は，きびしかっ

た錬習とともに忘れることのできない思い出として残ること

でし ょう。私は今，しあわせです。このしあわせをかみしめ

ながら，私はこれからも，自分の目ざ した道を元気にすすん

でいきたいと思います』と。

さて，私はここまで記してきて，ともすれば身体方面だけ

を問題にしてきたようであるが，ここでは僅かながら，本人

の性格，性行等についてのべるべきであろうか。

実は本人が特選になったという連絡があった時，私の立場

で，最初に思いあたったことは次のことであったのである。

すなわち，このことが，すでに六年生という発達段階にあ

る，ほかの女子児菰に 「羨望」というようなかたちでむかえ

られるようであると ，その後の本人への教育指蒔上．細心の

注意を払うべきであると考えたのである。

しかし，実状は，そうしたことが全くのきゆう（杞憂）で

あったのである。

すなわち10月30日，全国的な段階でのテストをうけるた

め，上京の際などには，子供達の発隊によって，正門まで，

学年をあげて見送りをし，かつ激励をするというふうであっ

たのである。しかも，こころから野口美佐子の栄脊をたた

ぇ，それはそのまま，みづからの喜びでもあるというふうで

あったのである。

考えてみると ，これは本人のすぐれた性格，さらには人が

らというものがそうさせたものであろうか。
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全日本健康優良学校児童審査会からいただいた表彰状の中

に， 「心身ともに健康な」とうたっている実質が，まさに本

人のすべてを物語っているものと思われるのである。

6. 終りにあたって

考えてみると，このたびの栄脊は，日本一健康優良児野口

美佐子をめぐる広範な諸条件が，相互にからみあって，相乗

的にその成果を生みだしたものと思われるが，わけても，家

庭や学校，さらに広い意味での郷土社会がその要因をつくり

なしたといってよいと思われる。

思えば，この月には，本人は中学校への進学が準!1iiiされて

いる時でもある。発達段階か らすれば，す くなくとも ，こん

にち以後のそれは，本人自身の自党とちからとが，本人の将

来を決定するものと考えるのである。この輝かしい栄捲にこ

たえるものは，まさに本人のこんにち以後における生活のし

かたいかんにかかっているものと思われるのである。

こうしたことから，本校で発行している学校新聞に， 日本

一健康低良児についての特集の中で，私は「野口さんによせ

る」という見出しで，次の一文をかいたのであるが，それを

そのままここに記して，本稿の結語としたい。

可野口さんによせる=

「日本一おめでとう」 日本一健康優良児童として表彰さ

れた野口さん，おめでとう。

11月3日，文化の日に，朝日新聞本社の講堂で，表彰式

があり，あなたが広岡社長さんから，表彰状をいただいた

そのとき， 「日本一」ということばの重みを，しみじみと

かみしめたのは，恐らく私ひとりではなかったと思いま

す。

それにしても ，野口 さんが，六年生であるという現在の

境遇からすれば，この輝かしい栄脊は，主としてお家の方

んや，あなたをとりまく人kのちからによって結晶された

ものと思います。

しかし，すくなくとも，こんにち以後において，こ の栄

脊にこたえるための答案は，野口さん自身のちからによっ

て，害き加え られ，そしてきりひらかれるべきものと考え

ます。野口さん以外には，こ の栄脊にみあうだけの将来を

きりひらいていく主体者はないはずです。

その点では，私はあなたには，そのちからがそなわって

いるものと信じています。

表彰状の中にも， 「自分自身の努力も加わって」と苫か

れてあったはずです。

みずからの運命をきりひらいていくもの，それは，自分

以外のなにものでもないのです。

頑張って下さい。 （完）

母

野

口

光

江

美

佐

子

を

育

て

て

美佐子が健康悛良児日本一になれるとは考えてもみません

でした。生まれた時の体重は 3.26kgの普通の赤ちゃんでし

たが，大きな声で良く泣く元気な子でした。呆健所の乳幼児

検診日には必ず行き，健康診断，育児，栄養等を指導してい

ただきました。家がお店を営んでいるため主人が配達に出か

ける時に美佐子を背負って配達をした事もたびたびでした。

家がこのような状態の中で美佐子が弱かったりしたら，そ

れこそ大変だったろうと思います。幸いに生まれた時から元

気な子で，病気らしい病気は一度もした事もなく，離乳が早

かったので偏食をしないよう ，食べやすいようにと工夫し，

どんな物でも食べられるようにいたしました。生後 1年，群

馬県ベビーコンクール審査会で第 2位に入選する事ができ一

阿簑育に注意し，健康で明る ＜，素直な子供になるように

と，願い続けてまいりました。他のお友達より大きく，いつ

もお友達より首だけ上が出ていました。女の子であまり大き

くなってはと思ったほどです。お店が急がしいのでなかなか

子供についていて見てやれず，まして．一人っ子なので，甘

えたり ，人に頼ったりするのではないかと心配でしたが，自

分から進んで何んでもてきぱきと物事を片づける事ができ，

4年生ころからは，お使いはもちろんのこと，お得意さんへ

の配達もさせてまいりました。

「健康優良児日本一野口美佐子」朝日新聞社の講堂で表彰

をしていただき，堂々と謝辞を読む美佐子の姿に，心 から

「良くやりましたね」と，感激の涙を流しました。

この喜びのかげには，大勢の先生方のなみなみならないご

指尊があったからこそ，この名脊が得られたものと感謝いた

しております。美佐子にとって 6年生の夏休みから始まった

錬習は辛かったろうと思っています。一日も欠さず，学校か
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ら帰るとすぐ主人と二人で練習に行く姿はきびしいものでし

た。ランニング，走り帳とび，けんすい，ボール投げ等々の

トレーニング，はた日にも涙のこぼれる思いでしたが，心を

鬼にして．母親としてはここぞ根性作りと思い，甘くしませ

んでした。これから先は，きたえた根性と ，体をもとにし

て．日本ーが直荷にならないよう，ますます健康で明る＜素

直な人間になってほしいと祈っております。

健康優良学校を育てたい

島根県八束郡出雲町立揖屋小学校長

佐野賢之 助

37・ 38年と復興に力を入れた。 39年になって出雲市の高浜

暑い夏を過して長い休みが終るころから毎年健康優良学校 小学校が健康と道徳による子どもづくりの主超のもと に小規

の実地審査が始まる。今年もすでに早いと ころは審査を受け 模における日本一と なったことはまことに大きな収穫であっ

てしまわれた学校もあろうかと思う。 た。続いて40年松江市立雑賀小学校が本県多年の願望であっ

全国数多い応森校の中から選び出された学校が厳密な学校 た大規模校における日本一の栄脊を獲得するにいたって，健

評価を下される理であるが，ここまでに到達することが並た 康優良学校への関心がとみに高まったことは事実である。各

いていなことではないのである。 地区の学校保健会の活動も計画的に実のある活発な動きが深

21項目の内容を学校教育のすべてにおいておさえ，その成 まってきた。県の保健教育研究連盟という新しい組織も確立

屎を現実の子どもの姿に求めることは容易な仕事ではない。 され全国的な組織のもとに位置づけられて，いよいよ優良学

が，それを成し遂げる過程において教師の指埒力が裔めら 校にとり組む気運は高まって来たのである。

れ，子どもの自主的な実践力が充実し， PTAの保健活動が 42年4月，5か年にわたる行政職から現場に）紐った私は，

向上することによって，すべての子ど もが健康優良児に育成 今度は自らの手でこの健康優良学校を育てたいと念願し思索

される基盤が培われるならばまことによい学校教育の推進で をねっているこの頃である。

あると思う。 校長の方向づけによって学校の教育はどのような進み方を

するものか，まことにおそろしいような気がする。ひ とりひ

■ 行政 5か年を顧みる とりの子どもを健康に育てようとする教育の目標はどこの学

昭和37年4月，島根県の教育委員会保健体育課に席をおき 校にても一応は考えられているようであるが，その実践面に

保健係長と指蒔主事を兼任した。当時は最も本県の健康優良 おける力の入れ方，工夫の仕方，評価の仕方が違うのであ

学校に対する認識が低く関心も薄かった頃であったろう 。い る。

わゆる批判期であったかも知れない。いつの世でも，栄枯盛 地域的に，経済的に，文化的に恵まれていない本県の現状

衰はつきものである。制度創設以来の飛躍的な発展の反動期 からみて，効果を挙げる学校教育の推進を学校保健委員会の

であったことに違いはない。 活動を中核とした進み方をするのもよい一つの方法だと思っ

しかし，もともと私は健康優良学校を見捨ててはいなかっ ている。総合的な計画のもとに現実や将来の課題を解決して，

た。心の一角に根強く残っていたことは事実である。 たくましい体や美しい心をもった国民を育成する追を求めて

学校保健行政の重点を一つは健康俊良学校という頂点から 止まない。そのためには，高い視点からひ とりひとりの子ど

下におろすのと，二つにはすべての学校の保健の充実伸展を もをよく見つめ，日々行なう指尊の視点をあやまりのないよ

求めるとい う二面作戦を考えたのである。 うにおさえなければならぬと思っている。

過去本県からは，日本一 2校，準日本一 2校，特選校 5校 本県の健康優良学校を育てようとする軌道は敷かれてい

がつくられていた。いわば全国的には名門県である。初期に る。県一の俊良学校になることが極めて難しい現状である。

はこれが普及のために稗益したことはまことに大きいものが 願わくば県下のすべての学校がこれととり組み， りっばな国

あったように思う。 民を育成する基盤をしっかりと築いて欲しいものである。
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■ ピリッコの子どもも堂々と

11月10日，水曜日， 2, 3日降ったりやんだりの山陰らし

，，‘ぐずついた天候も，漸く晴れがちのこの日は， 1:1本一雑賀

小学校の表彰祝賀式の日 であった。

私はW教育長を案内して会場に行っ た。すでに市や校下の

知名の方hが，また， PTAの人々が，II」職員の校長さんや

光生達が，本当にたくさん北まっておられた。皆嬉しさいっ

ばいという 喜び溢れた顔である。こう なると ，どんなにかこ

のH本一のために協力した県の保健係長など全く路傍の小さ

な石ころにもひとしい存在である n

会場の講棠には日の丸や朝日の旗がいっばいに吊られ，壁

にぱ百数十通の祝鼈，子どもの日本一感激の詩など奥ゆかし

い講堂が今日の晴れの舞台としては十分な演出効果である。

中島校長の経過報告も，ねが国語人だけに 1時問位の長い

時間をあきさせず，米会者の心をヒ シ゚ャリとひっ捕えて離さ

ない感激のあいさつであった。

祝辞に移って五番目，それがK支）筍長である。彼は元来そ

う身の紳士である。仕事が切れて部下の信留も篤かった。そ

のK氏が赴任初の会合で，朝日の記者はだれもが一度は健眼

優良学校 ・児童と夏の甲子園野球の二つは経験しなければ一

人前の朝日の記者になれないと俊良校と児滋に対する関心の

深さを持っているぞ， というあいさつをされたことがある。

だからこのことについては随分お世話にもなった。

静かな声である。マイクを通して漸く会場の隅々に届く最

小限必要な声蘇である。

「日本一」という三字は，いともみやすく書けもし言われ

もする。しかし，この三字の裏にはたくさんの人々のなみな

みならない苦心や努力がかくされているのである。今日まで

ずい分長い間の努力ははかり知れないものがあったろう。校

長先生の考えがすべての先生の中に，また千数百名の子ども

のひとりひとりの心の中に生かされていた。教員のサラ リー

マン化がいわれるような中で，本校の先生方は本当に子ども

のためによく努力されてきた。

あの集団学習の際に 2年生の小さなビリッコの子どもが，

幽々と大手を振って足をあわせて， しっかりと土地を踏みし

めて歩いて行った姿はわすれることができないが，このよう

に最後のひとりまで徹底させられた先生方の苦心こそ，本当

に本校の教育目標が地についていることをまざまと見せられ

た思いで感慨無誠であった。

というような意味をしみじみと述べられた。実際ビリッコ

の子どもまで私は見ていなかったのである。 K支励長のする

どい見方に心から敬服したのであったが，この目のつけどこ

ろは今も私の心の中に生き生きと生きている。

■ 実践力ある養護教諭

丘陵の上に建つしょうしゃな平屋建，美しい小規模校の学

校がT先生の勤め先きである。半農半漁，その他のように校

下の家庭は余り 経済的には豊かではないように聞いている。

この地方には眼疾，寄生虫などが根強く残っているようで

あり， T先生も赴任すると当然職務がらこれらの保健管理や

指舜をとりあげた。過去 5か年間の疾病対策に払われた研究

と努力の賜は T先生がまとめた研究物によってよく知る こと

ができる。

T先生は年間計画を立てて対策の強化をはかった。もちろ

ん，全家庭の訪問もやってのけた。知己の校長は健康優良学

校と取り組んだ。社会教育の権威であった校長は，地域ぐる

みの健康教育の推進にはうってつけである。

やがては優秀な侵良学校としておめみえする日が割合い早

いかもしれない。

k校 •U校 . s校と都市の有名校を歩いた0養護教諭は十

数年の教員生活で今や最高の喜びにひたろうとしている。本

県で初の大臣表彰を受けるよう推せんされているからである

k校 • U校で鍛えられたといえば，あるいは当らないかもし

れないが，その働きは一具したも ］）であり， S校をして［肪康

優良校に育てた原動力は高く買ってよいように息う。

その信念と協調性，指硲力と実践力は現在を生んだ誘因と

もいえよう。この襄には同じ教師の夫君の理解と愛情があっ

たことは見逃してはならない。やはり教師が心を打ちこんで

子どものために努力するためには家庭の安定が基本的な条件

であることはいうまでもない。

健康擾良学校を育てるには，その学校に中核的な原動力と

なる先生が必要である。養護教諭であってよし，一般教師で

よし，校長でもよい。そしてこれらがやがて全職員の共同理

解に進むことによって本格的な教育が定恙するようになろ

う。しかし，勤務時間 8時間制が私達の目の前に大手を広げ

ている。これをどのように解決するかが，学校経営上の課題

として残されよう。

■ 底辺は広がった

今年県ーを惜しくも逃した ［校の Y校長もその道の権威者

であり ，その生涯は健康な子どもつ くりに捧：fられにといっ

てよかろう。

恵まれない探槌を拓 1:1毎日先生方と一粕にな ってベンキ塗

りや大工仕京，まことに容易なことではない。こうしたとこ

ろに三字の裂にひそむ崇高な価値があるのであるe

本県における健康俊良学校の底辺は広がってきた。それだ

け子どもたちにとってはありがたいことである。すべての子

どもを健脹優良児に育てようとする優良学校づくりは再び興

陥の時期を迎えている。どうか本質的な経営が行なわれて再

び反省期を繰り返さないような営みを切に願ってやまないも

のである。



男女の体位比較 （文部統計速報による。昭和42年度）
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